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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・本日13：00～久保興介様がデイケアを見学する予定。小嶋SGMが対応する。

・1月分のテキストの締切は12/23までとなっている為、各担当者に提出すること。

・12月月報を1月4日までに作成すること。
・利用者様の表紙について、新規で作成してない場合や、更新できていない方は、今年中に作成し、小嶋SGMへ報告すること。

・青陽館相談室のホワイトボートについて、各スタッフの配置の他に、必要な連絡事項を記載している場所である為、朝確実に確認してから業務を行なっていくこと。
・青陽館クリスマス行事について、報告書を12月28日の朝までに作成し提出すること。
＜利用者様情報＞

デイケア

・澤口　利香　様～本日利用日ではないが来所している。自宅にいると落ち着かないとのことで、来所したと話しており、作業療法として革細工を行なっている。午前中、特定利用者（根地戸恵様）と会話をし、疲れている様子が見られている為、必要に応じてスタッフが介入し、デイケアにて落ち着いて過ごせるよう関わっていく。
・川口　尚良　様～スタッフへ早く帰りたいと希望しており、詳細を質問すると「話せば長くなるから・・・」「何話しても変わらなくてストレスが溜まるから」と返答している。詳細については不明であるが、そのままの状態ではストレス対処が出来ずに飲酒へと繋がるリスクがある為、担当スタッフから本人に声を掛け、面談を行なっていき、ストレスへの対処ができるように関わっていく。
・根地戸　恵　様～担当スタッフから昼食後薬の服用について質問すると、服用を忘れており、スタッフが介入して服薬している。薬の管理が上手く出来ていないことを本人と振り返り、注射で管理しなければならなくなる可能性を本人へ伝え、忘れずに服薬をするように説明している。また、特定利用者（澤口利香様）へ頻回に声を掛けており、会話後スタッフへ「疲れた」と話している。疲れるのであれば会話をせずに過ごすことや、休養してみるよう説明するが、声掛けに変化はない。今後、スタッフから介入することで会話を終了させるなど、デイケアでの過ごし方に注意しながら関わっていく。
・久保　興介　様～本日デイケアの見学を実施している。デイケアについては「だいたいわかっている」とのことで、静かに説明を聞いている。見学時の様子として、病状は落ち着いている様子だが、服のチャックを弄る等落ち着かない様子が見られている。今後体験利用を希望しており、12月29日10:30～12:00に行う予定としている。担当は慶長の予定。

デイナイトケア

・奥山　以依子様～昨日の夕食準備の際、テーブルを勢いよく拭いて味噌汁をこぼしてしまっている。動揺している様子があるが、スタッフから片付けのやり方を伝えると、片付けることが出来ている。全般的に勢いよく行動していることが多い為、本人の行動に注意し、落ち着いて行動できるように関わっていく。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、厚着をして放歌をしながら過ごしている様子が見られていたとのこと。来所後は上着を着たまま過ごしていることがあるが、スタッフの介入により脱いで過ごしている。放歌や着衣の状況等、本人の言動に注意しながら関わっていく。

ナイトケア
・村上　元道　様～来所時に体調を質問すると、以前聞かれた気持ちの浮き沈みはないと話しており、以降同じような状態は見られていないとのこと。何か不調を感じた際や、気になることがある際には遠慮することなく、スタッフに相談して欲しいことを伝えると「何かあった時は話すから、その時はよろしくね」と返答している。
・北村　奈美　様～18:30頃電話があり、「これからデイケアに行けるかどうかの命運がかかっている」といい、話がしたいとのことで19時頃来所している。特定のデイケアメンバーから嫌われていることを話しており、最終的には、火曜日と金曜日にはデイケアに来るようにすると話している。嫌われていると思っているメンバーがいる時には早退するかもと話すが、現在は来所することが大切であることを振り返り、良いことや悪いことがあっても決められた曜日にまずは来てみるよう説明している。目標が変わってしまうことが多く、上手く目標を達成できていないことがある為、スタッフ間で目標を共有し、ゆっくりでも前に進み成長を自身で感じることが出来るようにアプローチしていく。

＜外来情報＞

・冨田　紀子様～作業療法で作成している、赤ちゃん人形について「素材は肌着なんです」と話している。訪問看護の日程について29日（木）は休みの希望があり、次回は1/12（木）の14：30～となっている。

・奥山依以子様～今朝めがねを無くし、見えないと話している。歩行時気をつけているとのこと。左下肢の広範囲に発赤があり、本人より「二年くらい前から痛かったんです」と報告がある。デルモゾールG軟膏が処方される。

・船場　幸子様～皮膚科受診について話す。痒み止めが処方されており、次回は28日に受診するとのこと。

・中居美津子様～ナイトケアの特定利用者様（八木橋牧雄様）の他にうみねこ幸房の庭野様について「ストーカーなんです」と話す。「なるべく普通に接しています」と対処方法について話している。

・前野　義勝様～筋膜炎について「良くなった」と話している。整形外科の受診は終わったとのこと。医師より姿勢についてアドバイスを受けたと話す。

・松川　順子様～デイケアについて「具合が悪くなったのは1回だけです」と話す。その後は大丈夫とのこと。

・細谷地与蔵様～血圧が高い時には入浴を控えるようにと担当医より説明されている｡薬について何ともないから飲まないと話していることから、妻様に介入してもらうようにしていく｡

・平　京子　様～眠りが少し浅いと話している。風邪は治ったけど今日眩暈がすると話している｡

・淡路智恵子様～特に変わりないとのこと｡

・番沢　雅勝様～正月の食事について、店が休みとなるので冷蔵庫の棚が1段しか使えないからと心配している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　本多　富美　様）

実施日：H28年12月22日（木）13：30～14：00

担当チーム：慶長、藤田

検討内容目標と計画の検討

	氏名
	本多　富美
	性別
	女
	年齢
	46
	生年月日
	昭和43年8月12日

	主病名
	アルコール依存症
	従たる精神障害　　情緒不安定性人格障害

	治療方針（医師の指示）
	断酒を継続し､地域生活を維持する。

	本人希望
	断酒を継続し､引きこもらない生活をしたい。

	家族希望
	飲酒をせず､外出する機会を持っていてほしい。

	入院歴
	計7回（最終：H25.6.5～H26.4.10）

	通所歴
	· 前回：H19.6.25～H25.6.5
· 今回：H26.4.14～現在　　（週3回　月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	就労継続支援B型｢三本の木｣　利用（週3回　火･木･土曜日）

	住居：両親と3人暮らし。
主援助者は母親。
	家族構成


	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	重度心身障害者医療費制度（1割）
自立支援医療費


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	飲酒に頼らず、自宅での生活を継続する。
	①日中は自宅から出て過ごし、ひきこもらない。
	①週3日デイケアを継続して通所する。（火・木・土：就労継続支援B型「三本の木」）
	①平日・土曜日はデイケアや作業所に通う。欠席したくなった時は、正直に理由をスタッフに伝える。スタッフはデイケア・作業所に通えていることや、正直に理由を話せた時は評価する。

	
	②飲酒や衝動行為に走らない。
	②不安を一人で抱え込まず相談できるようになる。
	②不安や悩みがある時は、飲酒や衝動行為に走る前に自分からスタッフに相談する。スタッフは､週1回定期的に個室にて面談を行い､本人が相談しやすい関係性を構築していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①週3日デイケアを継続して通所する。（火・木・土：就労継続支援B型「三本の木」）
	・数か月前は不調（風邪･下痢等）を理由にデイケアを欠席することがあったが、3ヶ月程はほぼ100%の出席を維持することが出来ている。

・スタッフから体調や仕事の状況を積極的に報告して欲しいことを伝えると、徐々に自分から担当スタッフへ体調や仕事について話すことができるようになっている。

・会話の内容は「調子は大丈夫です」「仕事で疲れました」等、機械的な内容であり、その他の話しを自分からすることは少ない。発熱がある時や、職場での行事に参加したことについては、「熱がありました」「行事に参加して楽しかったです」等の報告が聞かれることがある。
（達成率80％）
	体調不良により、参加率が安定していなかったが、最近は安定して通所することが出来ている。就労施設へも安定して通所出来ているようだが、現在も飲酒は継続されているように今後生活リズムが崩れ、来所出来なくなるリスクはある。今後も目標計画を継続し、デイケアに安定して通所出来るように関わっていく。また、デイケアの活動に積極的に参加し、飲酒以外の活動へ意識を向けることが必要であると考える。今後本人と面談を行い、目標計画として組み込んでいく。

	②不安を一人で抱え込まず相談できるようになる。
	・不安については「特にないです」とのみ話しており、自分から不安を話すことはない。デイケアに関する内容も話すことはなく、来所時にはぼんやりとしながら静かに過ごすことは出来ている。
・飲酒について、本人は「してないですよ」と話しているが、母様送迎時に生活状況を確認すると、飲酒は継続しているとの情報提供がある。飲酒を行なっているが、職場へは休まず行けているとのこと。
（達成率50％）
	不安の有無については詳細は不明であるが、飲酒については発言と現状に違いが見られている。体調や仕事の状況については自分から話せるようになっている為、目標計画に“飲酒に関して正直に報告できるようになる”という内容を追加し、本人が話しやすい環境を提供しながら不安や飲酒の状況について正直に話せるよう関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	飲酒に頼らず、自宅での生活を継続する。
	①日中は自宅から出て過ごし、ひきこもらない。
	①週3日デイケアを継続して通所する。（火・木・土：就労継続支援B型「三本の木」）
	①平日・土曜日はデイケアや作業所に通う。欠席したくなった時は、正直に理由をスタッフに伝える。スタッフはデイケア・作業所に通えていることや、正直に理由を話せた時は評価する。

	
	②飲酒や衝動行為に走らない。
	②飲酒に関することや不安を一人で抱え込まず相談できるようになる。
	②飲酒の状況について正直に報告できるようになる。不安や悩みがある時は、飲酒や衝動行為に走る前に自分からスタッフに相談する。スタッフは､週1回定期的に個室にて面談を行い､本人が相談しやすい関係性を構築していく。


